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特集■今改めて「信頼される学校づくり」を展望する
・令和の日本型学校と信頼される学校づくり
・「こども法」の時代を迎えて
・「信頼される学校」づくりのために
・今の時代に信頼される学校づくりに向けて
―改訂された「生徒指導提要」の理解と活用の推進ー

・ICT活用で信頼される学校を創る

連載■県外実践校に学ぶ
・自ら学ぶ子供の育成を目指して
―「わたしとみんなが育つ」学校づくりー

・地域・異校種との連携を柱にした地域とともにある学校づくり
―コミュニティ・スクールと連携型中高一貫教育校の取組を中心にしてー

発信■若い教師を育てるワンポイントアドバイス
≪教科指導Ｑ＆Ａ≫
・理科授業でICTをどう活用すればよいか
・算数の授業はこうつくる―知ってそうで知らない授業のポイントー
・はじめての小学校家庭科授業づくりのために
・小学校英語の授業を英語で進めるポイント

報告■協働的な取り組み
・実習指導部門
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・教育課程開発部門
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教職支援センターがめざすもの

『教職支援センター年報』創刊号の発刊に寄せて

教職支援センター長　　　　　
黒　羽　正　見

　『教職支援センター年報』創刊号をお届けします。
　今日、知識基盤社会化やグローバル化などが急激に進むなかで、「私たち」という意識が細分化・希薄化し、
自分以外の存在に「異」を捉える傾向が強くなっているように思われます。またコロナ禍によるデジタル化は、
学校教育における働き方や子どもたちの生活様式を一変させました。それは、「これから、いかに生きるべきか」
という古くて新しいテーマを私たちに突き付けているかのようにもみえます。そして、そのような状況のなか
で私たちが確認したことは、長期にわたるコロナウイルス感染の困難さのなかにあっても、子どもたち、先生方、
地域の方たちの語るまなざしの中には一点の曇りもなく、「よし、またみんなと一緒に一生懸命に生きていこう」
という強い意志を仲間と共に育んでいこうとする智慧と勇気でした。
　今の私たちには、積極的に新学習指導要領の趣旨を生かして、児童生徒に「生きる力」を育むことが求めら
れています。この「生きる力」という言葉を美辞麗句に留めることなく、本当に「生きた言葉」として体現し
なければなりません。そのためには、「今目の前にいる子どもたちに、『生きる力』をどのように育めばよいか」
とい目標を、理想的次元の目線ではなく、現実的次元の目線でとらえ直す契機とすることを肝に銘じて、日々
の教育実践に取り組まなければならないと考えます。
　このような基本認識を踏まえた上で、令和４年４月に本学の教職支援センターは、経営学部、法学部、教育
学部の３学部が、他の教育関係諸機関や地域社会と連携しながら、教職課程における教育職員の養成・研修な
どの総合的な教育指導・支援を行っていくとともに、その成果を踏まえた教育および研修を行い、豊かな教育
実践力と子どもの成長をめぐる諸問題の解決力を身に付けた学校教員の養成に寄与することを目的として設置
されました。そして、学校教育の最前線で頑張っている現場の先生たちと直に対話する中で、「つながる」こ
との大切さを実感することによって、この『教職支援センター年報』が生まれました。私たち、白鷗大学教職
支援センターが今できることを真剣に問い質してきました。その結果、今日の学校教育課題を取り上げ、広い
視野から報告、論説、解説をいただくとともに、栃木県内外の学校教育現場との研究・実践交流の場をつくる
ことであると強く思いました。県内外の先生方に、教師の実践感覚に根ざした、しかも学校教育の問題解決に
資する、明確かつ具体的な実践的指針を提示できるように、積極的に学校現場と関わり合いたいという決意を
確認したうえで刊行することに至りました。
　今回の創刊号の内容は、特集テーマとして、近年学校や教職員をとりまくさまざまな課題が出されているこ
とに鑑み、その早急な解決が求められている課題を「現代的教育課題」として、「今改めて信頼される学校づ
くり」という視座から、５人の研究者の方から寄稿していただきました。次の県外実践校に学ぶでは、地域と
連携して地道な学校づくりを推進している富山県と山梨県の公立小中学校の教育実践を紹介します。さらに、
若い教師を育てるワンポイントアドバスとして本学の精鋭な教師陣たちが自分の専門領域から寄稿してくれま
した。また、この実践年報の表紙裏・裏表紙裏を飾るカメラレポートでは、ひたち生き生き百年塾推進校とし
て地域の教育力を活用した特色ある学校づくりを推進している茨城県の公立小学校をレポートさせていただき
ました。当センターの取組としては、実習指導部門、教職支援部門、教育課程開発部門の３部門の活動報告となっ
ています。
　教育の力を信じて、そしてコロナ禍の「今を生きる」子どもたちの成長を信じて、今後も研究、実践に取り
組んでいく所存です。今後とも、白鷗大学教職支援センターをどうぞよろしくお願いいたします。
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ほりい　ひろゆき
　静岡県生まれ。帝京女子短期大学助教
授、富山大学助教授、山梨県立大学教授
を経て、現在常葉大学教授。専門は教育
経営学。主な著書に『現代学校教育入門
―「教育環境」を問い直す視点―』教育
出版、『新訂版　保育者・小学校教員のた
めの教育制度論』教育開発研究所など。
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東京学芸大学　　　　　
　佐々木　幸　寿
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ささき　こうじゅ
　岩手県生まれ。博士（教育学）。公立学
校教員、岩手県教育委員会指導主事、管
理主事、信州大学准教授を経て、現在東
京学芸大学教職大学院長、理事・副学長
併任。専門は教育行政学。主な著書は『市
町村教育長の専門性に関する研究』風間
書房、『学校法務―公教育を担う法務実務
の視点と理論―』ジダイ社など。
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「信頼される学校」づくりのために

上越教育大学大学院　　
　稲　垣　応　顕
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いながき　まさあき
　新潟県生まれ。国際武道大学、富山大
学を経て、現在上越教育大学院教授。専
門は学校教育相談学。主な著書に『教育
カウンセリングと臨床心理学の対話』文
化書房博文社、『学際型現代学校教育概論』
金子書房など。
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論　説

今の時代に信頼される学校づくりに向けて
　－改訂された「生徒指導提要」の理解と活用の推進－

群馬大学　　　　　　　
　吉　田　浩　之
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特集　今改めて「信頼される学校づくり」を展望する
論　説
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よしだ　ひろゆき
　山形県生まれ。琉球大学准教授、群馬
大学准教授を経て、現在群馬大学教授。
専門は生徒指導、応用心理学。主な著書
に『生徒指導・キャリア教育』北樹出版、『学
級における生徒指導論』晃洋書房など。

特集　今改めて「信頼される学校づくり」を展望する
論　説
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論　説

ICT 活用で信頼される学校を創る

富山大学大学院教職実践開発研究科　
　黒　田　　　卓
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特集　今改めて「信頼される学校づくり」を展望する
論　説

― 25 ―



― 26 ―



特集　今改めて「信頼される学校づくり」を展望する
論　説
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くろだ　たかし
　兵庫県生まれ。長岡技術科学大学助手、
富山大学助教授、教授を経て、現在富山
大学大学院教職実践開発研究科教授。平
成21年より総合情報基盤センター長を併
任後、令和２年より富山大学人間発達科
学部附属幼稚園長を併任。専門は教育工
学、情報教育、メディア教育。
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　コロナ禍での教育実践は学校という旧来の制度と空間を変え、学校や教師にとって困難
な時代状況になりつつあります。そんな状況の中でも、ひたすら目の前にいる子どもと誠
実に向き合う実践に徹している学校もあります。今回は、校長のリーダーシップの下で子
どもの主体性を育む授業実践に地道に取り組みながら、子どもと教師がともに学び合い、
育ち合う学習空間を創り出している富山県入善町立黒東小学校の実践を紹介します。

県外実践校に学ぶ

校長　内山　真之

自ら学ぶ子供の育成を目指して
　　―「わたしとみんなが育つ」学校づくりー

富山県入善町立黒東小学校（児童数127名）
〒939-0634　富山県下新川郡入善町小摺戸402
TEL　0765-78-0602　FAX　0765-78-0918
URL　http://www.kokuto-e.tym.ed.jp/

● 連　　載 ●

県外実践校に学ぶ
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● 連　　載 ●

県外実践校に学ぶ

― 31 ―



― 32 ―



● 連　　載 ●

県外実践校に学ぶ
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県外実践校に学ぶ
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　コロナ禍のなかにあっても、今日の学校には学校と家庭・地域の人々と一体になって教
育することが強く求められています。そのためには，子どもの学びの事実を通して家庭・
地域の人たちを力強く巻き込んでいく力が必要です。今回は、校長のリーダーシップの下
で地域・異校種との連携を柱にして、コミュニティ・スクールと連携型中高一貫教育に教
職員が一丸となって取り組んできている山梨県南部町立南部中学校の実践を紹介します。

県外実践校に学ぶ

校長　望月　和彦

地域・異校種との連携を柱にした地域とともにある学校づくり
　　～コミュニティ・スクールと連携型中高一貫教育校の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取組を中心にして～

山梨県　南部町立南部中学校（生徒数139名）
〒409-2212　山梨県南巨摩郡南部町南部8746
TEL 0556-64-2119　FAX 0556-64-4531
URL　http://www.nanbu-chu.ed.jp
　　E-mail  nanbu-j@es-jhs.kai.ed.jp

● 連　　載 ●

県外実践校に学ぶ
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● 連　　載 ●

県外実践校に学ぶ
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県外実践校に学ぶ
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教科教育Ｑ＆Ａ
若い教師を育てるワンポイントアドバイス

理科授業で ICT をどう活用すればよいか

白鷗大学教育学部　小川　博士

若い教師を育てるワンポイントアドバイス

● 発　　信 ●
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教科教育Ｑ＆Ａ
若い教師を育てるワンポイントアドバイス

算数の授業はこうつくる
－知ってそうで知らない授業のポイント－

白鷗大学教育学部　後藤　　学

若い教師を育てるワンポイントアドバイス

● 発　　信 ●
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教科教育Ｑ＆Ａ
若い教師を育てるワンポイントアドバイス

はじめての小学校家庭科授業づくりのために

白鷗大学教育学部　宇津野　花陽

若い教師を育てるワンポイントアドバイス

● 発　　信 ●
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教科教育Ｑ＆Ａ
若い教師を育てるワンポイントアドバイス

小学校英語の授業を英語で進めるポイント

白鷗大学教育学部　森　　好紳

若い教師を育てるワンポイントアドバイス

● 発　　信 ●
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センターとしての取組（１）

教育実習について

実習指導部門

● 報　　告 ●

センター部門の取組
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大変充実していた
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センターとしての取組（２）

教職支援室の取組を振り返って

教職支援部門
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センター部門の取組

― 81 ―



― 82 ―



● 報　　告 ●

センター部門の取組

― 83 ―



― 84 ―



● 報　　告 ●

センター部門の取組

― 85 ―



― 86 ―



センターとしての取組（３）

学び続ける教師のための教員研修リレー講座
教育課程開発部門

● 報　　告 ●

センター部門の取組
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センター部門の取組
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センターとしての取組（４）

教職課程の自己点検評価の取組を振り返って
教育課程開発部門
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　・「信頼される学校」づくりのために
　・今の時代に信頼される学校づくりに向けて
　　―改訂された「生徒指導提要」の理解と活用の推進ー
　・ICT活用で信頼される学校を創る

連載■県外実践校に学ぶ
　・自ら学ぶ子供の育成を目指して
　　―「わたしとみんなが育つ」学校づくりー
　・地域・異校種との連携を柱にした地域とともにある学校づくり
　　―コミュニティ・スクールと連携型中高一貫教育校の取組を中心にしてー

発信■若い教師を育てるワンポイントアドバイス
≪教科指導Ｑ＆Ａ≫
　・理科授業でICTをどう活用すればよいか
　・算数の授業はこうつくる―知ってそうで知らない授業のポイントー
　・はじめての小学校家庭科授業づくりのために
　・小学校英語の授業を英語で進めるポイント

報告■協働的な取り組み
　・実習指導部門
　・教職支援部門
　・教育課程開発部門
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教職支援センター年報

白鷗大学教職支援センター
〒323－8585  栃木県小山市大行寺1117

白鷗大学
HAKUOH UNIVERSITY
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